
こ
の
１
年
の
運
動
を
ま
と

め
、
今
後
１
年
間
の
運
動
方

針
と
、
新
し
い
役
員
を
決
め

る
第

回
定
期
総
会
が
、
８

47

月

日
の
夜
６
時
か
ら
、「
グ

19
レ
ー
ス
浜
す
し
」
に
て
、
来

賓
３
人
を
含
め

人
の
参
加

29

で
開
か
れ
ま
し
た
。

片
山
澄
子
副
会
長
の
開
会

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
議
長
に

谷
幸
雄
さ
ん
と
村
田
敦
子
さ

ん
を
選
出
し
た
後
、
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た

山
西
会
長
が
、

「
共
謀
罪
等
、

自
由
に
も
の

が
言
え
な
い

世
の
中
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
私
た
ち
民
商
の
運
動
も
、

今
の
民
主
憲
法
で
保
障
さ
れ

て
い
ま
す
。
会
員
や
商
工
新

聞
読
者
の
仲
間
を
増
や
し
な
が
ら
、

憲
法
や
民
主
主
義
を
守
り
な
が
ら
、

悪
政
に
立
ち
向
か
う
元
気
な
民
商
に

し
た
い
の
で
ご
協
力
を
」
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
、
来
賓
紹
介
後
、
県
連

副
会
長
・
加
藤
憲
一
郎
さ
ん
よ
り
、

ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
方
針
案
、
決
算
、
予
算
案
、

監
査
報
告
に
続
い
て
、
討
論
で
は
、

婦
人
部
よ
り
和
泉
信

子
さ
ん
が
、「

月
10

26

日
の
全
国
業
者
婦
人

決
起
集
会
に
片
山
澄

子
さ
ん
と
二
人
で
参
加
し
ま
す
。
所

得
税
法

条
廃
止
署
名
と
、
代
表
派
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遣
カ
ン
パ
に
ぜ
ひ
ご
協
力
を
」
と
の

訴
え
が
さ
れ
ま
し
た
。

片
山
澄
子
さ
ん
か
ら
、「
消
費
税
の

一
括
納
税
は
で
き
な

い
の
で
、
毎
年
延
滞

税
が
高
い
普
通
の
分

納
を
し
て
た
が
、
今

年
は
初
め
て
『
換
価
の
猶
予
』
と
い

う
制
度
を
利
用
し
て
、
口
頭
で
状
況

を
話
し
て
書
類
を
作
成
し
て
認
定
さ

れ
、
延
滞
税
も
す
ご
く
安
く
な
っ
た
。

支
払
が
困
難
な
時
は
、
民
商
の
仲
間

と
一
緒
に
、
権
利
と
し
て
制
度
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。」
と
呼
び
か
け
が
あ

り
ま
し
た
。

共
済
会
よ
り
森
昭
英
さ
ん
が
、
健

診
受
診
の
訴
え
、
昨
年
さ
ら
に
良
く

な
っ
た
全
商
連
共
済

金
の
内
容
と
、
こ
の

８
月
か
ら
県
共
済
独

自
で
の
給
付
金
の
詳

し
い
説
明
を
し
て
、
ま
わ
り
の
方
に

加
入
を
勧
め
て
く
れ
る
よ
う
訴
え
が

さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
議
長
よ
り
、
害
虫
が
多
く

発
生
す
る
時
期
で
お
困
り
の
方
も
多

い
の
で
、
専
門
の
方
か
ら
発
言
を
と

要
請
さ
れ
、
乾
則
孝

さ
ん
が
、
「
今
年
は

ス
ズ
メ
バ
チ
が
異
常

に
多
い
で
す
。
も
し

刺
さ
れ
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
水
道
の
流
水
で
流
し
な
が
ら
、

つ
ま
ん
で
毒

を
流
す
こ
と

が

大

事

で

す
。
予
防
や

駆
除
で
は
市

販

の

物

で

も
、
ち
ゃ
ん

と
使
用
説
明

通
り
に
使
え
ば
十
分
効
果
が
あ
り
ま

す
が
、
ス
ズ
メ
バ
チ
等
で
困
っ
て
大

変
な
時
は
、
市
役
所
の
環
境
課
に
相

談
し
た
ら
い
い
で
す
。」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

討
論
後
、「
消
費
税
増
税
阻
止
の
運

動
」
「
権
利

と
し
て
の
自

主
申
告
の
徹

底
」、「
憲
法

と
平
和
、
民

主
主
義
を
守

る
運
動
」
、

「
会
員
や
読

者
の
拡
大
」
、
「
班
会
と
組
織
建
設
」

等
が
盛
り
込
ま
れ
た
総
会
方
針
や
、

決
算
・
予
算
が
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
、
今
後
１
年
間
、
運
動
の
先
頭
に

立
つ
役
員
が
選
出
さ
れ
終
了
し
ま
し

た
。
※(

別

紙
・
総
会

決
議
を
ぜ

ひ
お
読
み

下

さ

い)

総
会
終

了
後
、
懇

親
会
に
。

香
美
郡
民
商
前
田
事
務
局
長
に
よ
る

乾
杯
の
音
頭
で
は
じ
ま
り
、
た
く
さ

ん
の
料
理
と
飲
み
放
題
の
の
み
も
の

で
、
夜
９
時

分
ま
で
楽
し
く
賑
や

10

か
に
交
流
し

ま
し
た
。
カ

ラ
オ
ケ
や
み

ん
な
で
踊
っ

た
「
ひ
げ
ダ

ン
ス
」
で
盛

り
上
が
り
ま

し
た
。

２０１７年８月２８日(月) 全国商工新聞 (週刊) 附録 1951年11月17日第３種郵便物認可
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[20１7年度 南国民主商工会役員]

（会 長）山西秀幸 （副会長）片山澄子、中田統一、

村田敦子、(会計) 森昭英

（事務局長）公文俊典 ／以上、三役

（理事）和泉存、[新]乾則孝、谷幸雄、西内和也、北村澄

江、前田守、 （会計監査）今井正治、 土居陽一

<名誉役員>（名誉会長）岡﨑章夫 (顧問)山﨑道信

山西会長

◆建設関連業者のみなさん ※一人親方労災の設立について
建設関連業者の方から「元請から労災に加入するよう言われているが、どうしたらいい

か？」という相談が寄せられています。事業主や同居家族、役員は、従業員を年間１００

日以上使用している場合は、通常の労災に特別加入することになりますが、１００日未満

の場合は、一人親方労災ということになります。

⇒そこで一人親方労災の設立の準備を始めました。条件として１０名以上加入者が必要

です。そこで、南国民商単独でなく、高知県下の民商合同で「高商連一人親方労災」を

立ち上げる予定です。該当する方はぜひご検討下さい。詳しくは南国民商・公文まで


